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1 調査のオリエンテーション

社会人類学では,親族組織の問題が,古 くから研究の中心的な課題であり,理論的にも最 も

発展 したと考えられているが,それでも種々の未解決の問題が残 っている｡最近の親族組織研

究の傾向としては,(1)従来なおざりにされていた非単系血縁組織の研究から,新 しい展望を親

族組織研究に取 り入れようとする傾向,(2)構造言語学などの影響を受けて,親族名称 という体

系に論理的完結性を求めようとする行き方,(3)計算機を使 って,統計的処理によるモデルを設

定 しようとする傾向, (4)親族組織の意味と目的, ないしは機能を, 現実の体系としてではな

く,諸規則からなるモデルとして捕えようとする行 き方,などが注目される｡

本論1'は,主に親族名称の内的な一貫性を中心 とした記述であるが,筆者の意図するところ

は,親族組織を,婚姻規制,姻族間の近親性,親族名称の三つの側面から,全体として把握す

ることである｡

本論文のデータは,いわゆる原マレー人と称せ られる,マレー半島南部に居住するジャクン2)

のコミュニティの現地調査3) に基づ くものである｡彼 らの社会が,母系制でも,父系制でもな

いことは,従来の乏 しい資料からでも明 らかであった｡ しかし,それでは,彼 らの双系制の構

造はい かなるものか,ということは不明であったので,本論では,その点を明らかにする｡

1) これは,1966年10月27日の,東南アジア研究センター研究例会において報告したものを敷街したもの
である｡例会において,岩村忍,姫岡勤,泉井久之助,William Newell諸教授から御教示を得たこ
とを感謝する｡

2) このジャクンという語は,マレー語として蔑称的な響を有し,できれば避けたいが,この人種グルー
プを総称する適当なことばがないので,民族学 ･人類学文献で広く使われる語として,ジャクンを便宜

的に採用する｡なお,マラッカのある原住民をジャクンと称することもあるが,本論文でのジャクンと
いうのは,そのような特定の小グループを指すものではないことを附言しておく｡

3) 筆者の現地調査は,東南アジア研究センターのマレーシア･インドネシア地域研究計画の一環として,
行なわれたものである｡調査期間の1965年8月より1966年4月まで,ジョホール州エンダウ川流域の部
落に定着して,同上計画のクダー(Kedah)州アロール ･ジャングス(AlorJanggus)の調査とも比較
しながら,社会構造の研究が行なわれた｡調査地の選定,調査の経過などについては,拙稿 ｢マラヤの
Aborigines｣『東南アジア研究』第3巻第2号(1965),124-128頁,および,｢エンダウ川流域の Orang
Hu111(Jakun)の家族覚え書｣上掲誌第3巻第5号(1966),156-160頁参照｡
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前田 :ジ ャ ク ン の 親 族 名 称

ジャクンの社会を概観すると,通例,イスラームを受容せず,比較的奥地に居住 して,主 と

して焼畑耕作に従事 していることが特色である｡ もちろん,海岸部を占拠するマレ-人ムス リ

ムとの接触の頻繁な場合には,一概に,非ムス リムということと,焼畑耕作民であるという尺

度によって,ジャクンをマレー人ムス リムから区別できないことも起 りうる｡その上,他の原

住民,なかんず く,ジャクンの居住地域のす ぐ北方に住む Senoi系の人種との混血もあって,

周辺部のグル-プは,その人種的帰属が不明確な場合が多い｡また,スランゴール(Selangor)

州の南西海岸部に住む MahMeriと称されるグループのように,言語的には, Senoi系に近

いが,社会組織 ･生活様式などはジャクンと変わらない,といった例もあるoジャクンの分布

は,主に,パ- ン(Pahang)州南部,スランゴール,ヌブ リ･スンピラン(NegeriSembilan),

マラッカ (Melaka),ジョホ-ル (Johor)各州の奥地にわたっている (Fig.1参照)0

Fig.1 DistributionoftheAboriglneS

(BasedonthemapmadebytlleT)epartmentofAborigines･)
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筆者の調査した地域は,ジョホール州とパ-ン州との州境の一部をなす,エンダウ(Endau.)

川流域の,ジャクン･コミュニティである｡JakunProperとも言われるグループに属するが,

体質を外から見ただけでも,Senoi系の血が混じっていることが明らかな個体が多い｡また,

中国人,マレー人との混血もかなりあるようである｡しかしながら,総体的に外見だけでは,

普通のマレー人と識別されない｡

彼らのことばも,マレー人に対して,どの程度の接触交渉を持っているかによって異なるが,

ほぼ,マレー語の方言といえるものを話す｡ただ,アクセントやイントネーションが標準マレ

ー語あるいはジョホール ･マレー語に比べて,奇妙であり,比較的アラビア語系の影響を受け

ず,またサンスクリットの抽象語も身につけず,古層の言語を残 しているようである｡彼らの

ことばに慣れないマレー人が,彼らの話すのを聞いても,さっぱりわからないことが多い｡4)

逆に,彼らは,標準マレ-語を自由に話し,聞き,かつ,方言の違う他のジャクンのグループ

との共通語としても用いるO彼らが標準マレ-語を使えるようになったのは,最近のことと言

われ,ラジオの普及がその一因をなしていることは否めない｡

2 エンダウ川とオラン ･フルの部落

エソダウ川流域のジャクンほ,自分達を指すのに, オラン･フル (OrangHul°)と言い,

他に特別な名称を持っているわけではない｡6) オランというのは ｢人｣, フルというのは ｢川

の上流の｣ ｢奥地の｣ ｢源の｣とかいう意味である｡このことばは,エンダウ川上流域の住民

のみに限定せず,いわゆる奥地に住む原住民を漠然と指すこともある｡以下,本論文では,オ

ラン･フルと言った場合は,エンダウ ･ジャクンを中心として,周辺域のジャクンをも含めた

名称として,使用する｡

エンダウ川は,ジョホールの中央山塊に源を発 して,ゆるやかに蛇行 しながら,下流部では,

パ-ン･ロンピン･エンダウ (Pabang-Rompin-Endau)デルタ地域の一部を形成する｡下流

域には低湿地帯が多 く,雨期には,洪水になることも多い｡下流から上流に向って,景観は,

紅樹林 ･湿地森林,淡水 ･湿地森林,低地デブテロカルプル森林,と変化していく｡その合間

に,焼畑のあとを示す,ララン(1alang,ImPeratacylindrica)磨,二次森林 (ブルカール,

belukar)が点々と存在している｡森林資源としては,木材の外に,膝,ダマール,ジュル トン

4) マレー人の間でも,方言の差異が大きいので, しばしば意思の疎通を欠く場合がある.cf.C.C.
Brown,StudiesinCountryM'alay.London:Luzac& Comp.,1956.
5) 以下の文献に,エンダウ･ジャクンが,オラン･フルあるいはオラン･ウルと称せられている記事が
ある.J.R.Logan,"TheOrangBinua ofJohore,"Jour.oftheIndianArchipelagoand
EasternAsia,Vol.1(1847),p.246;H.W.Lake&H.J.Kelsall,"AJourneyontheSem-
brongRiverfrom KualaIndautoBatuPahat,"Jour.oftheStraitsBranch,RoyalAsiatic
Society,No.26(1894),p.13;A.D.Machado,=AVocabularyoftheJakunsofBatuPahat,
Johore,"Jour.oftheStraitsBranch,RoyatAsiaticSociety,No.38(1902),p.30.
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Fig.2 PlanoftheEndauRiver

(jelutong,Dyeracostulata)などがある.食用可能な動植物も種類は豊富であるようである.

ただし,採集経済-の依存度は,現在では極めて低い｡

焼畑栽培は,彼 らの伝統的な栽培法である｡焼畑には,米,キャッサバ,とうもろこし,莱

を主として植える｡その他,さとうきび,甘薯,バナナなどを栽培 し, ドリアン,ジャック ･

フルーツなどの果樹 も作る｡この焼畑を行なうために,大体 5-6年をサイクルとして,土地

を替える｡

しかし,彼らの経済生活は,西洋人が初めて,彼 らの生活を観察 した19世紀前半には,すで

に,自給 自足の生活ではなかった｡ すなわち, 当時,行商するマレー人から, 衣類, 陶磁器

(皿,水入れ),鉄器具 (山刀,斧,檎,鍋),砂糖,ココ榔子,時には米,煙草,ガンビール

(横榔膏),ビンロウ (横榔子),石灰 (後 3者は,キンマの葉と共に噛んで,晴好品とする)

などを得ている.これらの代わりに,マレー人の注文に応じて,藤, くすのき,ぴゃくだん,

種々の樹脂,ろう,グッタペルカなどをジャングルから集めて,マレー商人に引き渡す ｡6)

現在でも,このような交易によって,オラン･フルの生活は支えられている｡変化 した点と

いえば,(1)マレー人が後退 して,中国人の材木業者,藤業者,鉱山業者が彼らの生活を支配す

6)J.R.Logan,oPcit.,p.262.
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るようになったこと,(2)物々交換の形は無 くなり,形式上,貨幣を媒体として,交易が行なわ

れるようになったこと,(3)生活必需品を購買品によって賄 うことが益々多 くなったこと,など

があげられる｡現在,オラン･フルが主 として依存する現金収入の道は,篠伐採によるものが,

最 も手軽で普遍的に行なわれている｡この現金収入の量は,膝伐採に従事する労働時間の多少に

よって,各個人差と同時に,部落差が見 られる｡ しかし,全体として見れば,膝伐採による収

入は,これ以上増加することはない限度まできておりながら,それだけの収入では,到底最低

生活を維持できず,伝統的な生活様式である焼畑栽培をせねばならぬ状態に余儀なく置かれて

Table1 HouseholdsandPopulationbyHamlet1965/66

Nameof
hamlet

Petal

Punanl

TanJOngTuanl

Jorakl

Mentelonga.2

Mentelongb.2
Denai2

Labong3

Total

Personsover
12yearsold
M 1 F

Personsunder r

L2_牡 ∃ T｡tal iTotaLP9nP,unl̂ation
M 【 F

5

1

3

8

9

8

2

5

8

5

6

2

5

7

7

5

･92 巨76 日 49 i 174 t 691

7

0

9

1

nU

5

8

5

1

一
281

Sources:

1. MyInterview (April,1966)･(Ineachparenthesisisanumberofunmarried
persons.)
2. Datasuppliedfrom theAdministrativeStationofMentelong(June,1965).
3. Datasuppliedfrom theHelperinEndau(March,1965).
4. Datasuppliedfrom theDepartmentofAborigines,Johor(1962).

いると言える｡これは,むしろ簾

業者の巧みな労働力統制によるも

のであると言 う方が適当であるか

も知れないが,本論文では,この

ことに関してこれ以上触れない｡

オラン･フルの部落は,ジャン

グルを切 り開いた川沿いの土地に,

家を建て,その ぐるりに,畑,さ

らに焼畑地を作っている.-部落

の人口は,50人から150人位の範

岡である (Tablel参照)｡調査の
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前田 :ジ ャ ク ン の 親 族 名 称

拠点として選んだジョラッ(Jarak)部落は,人口128人,33家族(Kelamin)が28軒の家に住んで

おり,ジョラッ部落より上流では最大の部落である｡筆者がインタビューを行なった上流 4部

落の人口構成は,人口絶対ピラミッドに見られるように,母体数が少ない割には,かなり均斉

のとれたピラミッドと言える (Fig3参照)｡ ジョラッより下流域には, パ- ン州 側の ムン

トゥロン (Mentelong)川に沿って,28家族139人, ドゥナイ (Denai)に13家族72人,ラボン

(Labong)に32家族155人が住んでいる (Fig2参照)0

AG亡FtRI(D

l ■ 旧 I l
50 20 10 0 0 10 20

F ig.3 Ageand SexPyramidofFourHamlets, 1966
5Ll

各部落では, バティン (batin)と呼ばれる統率者が一人選ばれて, 彼が村人問の紛争の決

裁,諸行事の日取 り決定と遂行,外部社会に対する窓口などの役割を果 している｡逸脱行為者

に対する制裁は,慣習法によって,罰金の額を言いわたすだけである｡従って,実際には,バ

ティンの説得力と,部落民の多数の支持とが無ければ,バティンの役目を遂行できない｡部落

の構成員が少数なのも,生態学的な条件のほかに,このようなルーズな統制関係によって構成

員数が限定されているからにはかならない｡そして,諸部落の中でも,｢かけひき｣に巧みで,

｢機智｣に富んだバティンの下には,比較的多くの人が集まり,影響力の弱いと見 られたバテ

ィンの下には,人々が集まってこない｡

部落問を結びつける連合組織というものは,存在 していない｡彼らの社会では,部落が最小

の統治単位 (minimalgovernment)であり,同時に, それ以上の大きさの土着の統治組織も

有 していない｡部落内部の構成員は,普通,バティンを中 心とする親戚関係によって,多かれ

少なかれ結びつけられている｡ しかし,このことは,彼らの部落が排他的で,親戚でないもの

は,受けつけないというのでは決してなく,非常に開放的でさえある｡たとえば,中国人がオ

ラン･フルの社会に入っていくと,彼はオラン･フルとの結婚によって,他のオラン･フルと

まったく同一視されるようになる｡

一つの部落がバティンの統率のもとに良 くまとまっているのは,部落が親類縁者から構成さ

れているからだとするのは,誤まりであろう｡むしろ,個人が独立生活を営めば,死-と追い
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や られるしかない生活条件の中で,一つの集団として行動しなければならないという,経済的

･社会的 ･環境的な要求が,人々をして結束させるのであって,親族組織はそのような結合を

保持するための一つの考案物であり,人間の結合を親族関係によって,強化させているに過ぎ

ない｡従って,これを逆に見れば,親族組織にあらわれた関係を通 して,この社会をより良 く

理解することができるとも言える｡

3 親 族 名 称

親族組織の考察を行なうには,現地において,まず系譜関係をできるだけ集め,その系譜に

基づいて,種々のつなが りを想定する｡そのつなが りが,どのような ｢ことば｣で表現され,

どのような性質の ｢関係｣ なのであろうかをできうる限 り広範囲の人々から確かめて, 一定

のパターンを導き出す｡これが第 1段階である｡ところが実際にオラン･フルの系譜作 りにあ

たって,いわゆる樹枝型の系譜を想像 していた筆者には,非常に困難なことがわかった｡とい

うのは,4部落の全世帯に対 して,たどられるだけの親戚 (主に尊属)の名前を聞き出してい

った時,まず曽祖父母の名前を知っているものは皆無,祖父母の名前を挙げたのもどくわずか

で7), 父母の名前を言わない者 もいるという有様である｡同時に,彼らがテクノニ ミーを習慣

としていることや,個人名 (とくに尊属の名)を直接呼ぶことを忌避しようとする傾向が,こ

の名前の記憶のあやふやさを助長 している｡彼らが,親族として,はっきり系譜上の関係を思

い出せるのは,普通50人内外であり,それ以上は漠然 とした (本人にはわからないが,とにか

く,親類であるといった)間柄のものになる｡本当の双系制原理(bilateralism)が,系統関係

(descent)ではなくて, 親子関係 (miation)を基調とするものであるというのは, オラン･

フルの社会で も正しい ｡8) しかし同時に, オラン･フルの親族関係の次元が,遡行的であるよ

りも,前進的な関係,共時的な関係に重点が置かれていることに注目すべきである｡9) これは,

親族名称における融合の法則 (mergingrule), 即ち,兄弟間,姉妹間の社会的同等の原則10'ヽ

が表面に押 し出されていることと,後に述べるテクノニ ミ-の慣行等によって明らかであると

いえる｡

7) 祖父母にあたる親族名称が,先祖一般を指すのにも使われることも,彼らの記憶している系譜の世代
が浅いことを示す｡

8) Cf.LeopoldPospisil,"LawandSocietalStructureamongtheNunamiutEskimo,"In
W.H.Goodenough(ed.),ExplorationsinCulturalAnthro♪ology,NewYork:McGraw-Hill
Comp.,1964,p.399.
9) 家の名前を継いだり,父の名前を受け継いで自己の名前の一部に繰りこむのは,現在にいて過去をみ
るという点で遡行的といえる｡これに対し,子供の名前をもって自分の名前の一部とするのほ,現在から
未来-という点で前進的といえる｡遡行的 ･前進的関係は,通時的な見方を基調とするが,これに対し

現在の時点のみを問題とする共時的な関係がある｡親族組織では,同世代問の関係においてあらわれる｡

10) FloydG.Lounsbury,"TheFormalAnalysisofCrow-andOmaha-TypeKinshipTer-
minologies,"InW.H.Goodenough(ed.),ibid･,p.357･
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Table2 ListofKinshipTerms

1.anak

2.bapa(pak)

3.emak(mak)

4.wahorbapasaudara

5.amoioremaksaudara

6.n6nek(n6k)

7.chuchu(chu)

8.monyeng

9.ch6ch6t(chit)

10.bah

ll.adek

12.ad6k-berad6korsaudara

13.anak-buah

14.mentuha

15.menantu

16.1par

17.bisan

18.biras

19.1aki

20.bini

21.madu

22.tiri

23.pupu

c

f

m

e
L
E
.
甲

cc
毎

㌘

Generation

-1

yS

S

S_C

M至

⊆M

MS/SM

CMP

MSM

h

＼V

Co-wife

Steprelationship

Consanguinealcollateral
degreeofrelationship

1

1

l

1
2

2

3

3

0
0
01
1

1

00
0
00

十

+

十

十
+

一
+

一

一
+

一

C:child,P:parent,S:sibling,W:spouse,f:father,m:mother,
b:brother,S:sister,h:husband,W:wife,y:younger,e:elder,
/:and,or,Underlined:unboundedhorizontalextensiontoallofego'Scollateral
consanguinealsofthesamegeneration(& sex)indicated

系譜関係にあらわれる ｢つながり｣を表現するオラン･フルの ｢ことば｣を表にしたのが,

祝族名称の表である｡これは,主としてジョラッにおいて採集されたものである｡話 し手の性

別 ･地位による ｢ことば｣の相違がないので,話 し手 (Ego)は誰でもよい｡11)

ll) 以下,親族名称のなかで,呼び掛けに用いられる名称と,指し示す場合に用いられる名称とを区別し

て,前者を呼称,後者を示称とする｡
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1. 尊属親と同世代親

生まれてから結婚するまでは,生まれた核家族 (Family

ofOrientation) の中にとどまり,姻戚関係は生じない｡

さしあたり ｢自己｣より上の世代の親族の名称法を考察し

よう｡

父母の呼び方は,別に変わったことはないが,フォーマ

ルな席上で,よく ibuという語が発せられる｡標準マレ-

語では ｢母｣を指す語であるが,文脈から考えて,両親を

意味している場合が多い｡エソダウの町に近いラボン部落

では,父も母 も同じ語 wah と呼ばれ,特に性別の必要な

時には,男と女とを意味するjantanとbetinaを各々wall

の後につける (wanjantan:父 wahbetina:母)｡ 呼称

と示称とは同じである｡

父母の世代の親族は,性別によって名称が異なるのみで,
写真2 NenekPakMangkok

他のマレー人のように,父母との相対年令によって識別することはない｡12'また,父方と母方

との親族は,名称の面のみならず,行動においても,まったく区別されない｡従って,オジ名

称は ｢直系型｣といえる｡ラボン部落では,他の部落でオジ名称である wahを両親に対 して

使っているので,オジ名称として,mamak を使っている｡オバ名称は他の部落と同 じ名称

(amoi)である｡13' このラボンでの親族名称の違いは, 父,母,オジ名称だけなのであるが,

今後さらにデータを補いたいと考えている｡

他の世代に言及するときに明らかになるが,性別によって,世代を二分するのは,この両親

の世代だけであり,他の世代では,男女の区別が問題にされない｡オジ,オバ名称の一般的な

ものである wah と amoiとの外に,bapasaudara(オジ),emaksaudara(オバ)(saudara

は ｢きょうだい｣)も,時々用いられる｡14)しかし, クダー(Kedab), ベラッ (Perak)などで

用いられる penakan という語はまったく使われない｡

祖父母の世代になると,男女の別も,直系と傍系とによる区別もなくなり,すべての親族が,

12) 形容詞をつけて,たとえば,｢若い父｣Pa'Odaとして,父の弟を指すこともある｡
13) ドゥナイ部落のバティンは,2人の妻をもっている｡彼と第1の妻は,ラボンの出身で,第2の妻は,

ムントゥロン出身である｡第1妻の子供は,その両親を wah,オジをmamakと呼ぶ｡第2妻の子供は,
その両親を pak,emakと各々呼び,オジを wahと呼ぶ｡各々の子供は,父の他の妻を amoi(オバ)
と呼ぶ｡
14) 標準マレー語の感覚からすると,｢父のきょうだい｣なのであるから,saudarabapaとする方が合理
的なように思われるが,実際に saudarabapaとは言われない｡ オラン･フルの使うマレー語は,し
ばしば ｢名詞+修飾語｣を ｢修飾語+名詞｣として使う｡例えば,kainborok(orburok)というの
を,borokkainと言う｡マレー人が,これは間違いだから,kainborokと言うのだと子供に教えて
も,依然として borokkainというのはなおらない｡
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nenekと称される｡15) この語は,同時に,年少者が,かけ離れた年令のもので,しかも部落で

権威のある者を呼ぶのに,親族関係にこだわらずに,用いられることもある｡曽祖父母の世代

の親族は,すべて monyengと呼ばれる｡祖父母,曽祖父母名称は,両方ともに,漠然と祖先

を指すのにも用いられる｡曽祖父母より上の世代の尊属親に対する親族名称はほとんど言及さ

れない｡

きょうだい名称は,一般のマレー人が,兄と姉との区別 (abang/kakak)16'をするのに対 し,

bah という彼ら特有の語で,兄姉を指すO弟妹は,マレー人と同じく, adek という一語です

ましてしまうo マレー人の問では,兄一妹 (abang-adek)名称を,夫婦の問でお互いを呼ぶ

時に用いることがあるが,オラン･フルでは,このようなことはなく,個人名を呼び捨てにす

るだけである｡配偶者の示称は,夫を laki,妻を biniとする｡きょうだい 呼称 (bah/adek)

は,広 く傍系同世代親にまで拡張して用いられるが,尊属親と違い,同世代親問では,個人名

が使われることが多い｡兄姉に対 しても,名前を呼び捨てにする｡ことにテクノニムがあると,

親族名称よりもテクノニムの方を日常用いる傾向が多 くなる｡

マレー語同様,性に関係なく,きょうだい全般を指す語 (adek-beradekまたは saudara)も

使われる｡この語は,(I)きょうだい,(2)きょうだい といとこ,(3)自分の親族,と拡張して用い

られもする｡

いとこの示称は,傍系の程度によって区別される｡即ち,

saudarase-pupu17)は両親同志がきょうだいのもの,saudara

dua-pupu17'は祖父母同志がきょうだいのもの,Saudaratiga-

pupu17)は,曽祖父同志がきょうだいのものを指 し示す｡第 4

イ トコは,salldaraempat-pupu17)と言 うことができるが,

これはすでに親族の中には入れられない し身内でない人 lain

orangまたは他所の人 orangdagang)｡ いとこの呼称は,

前述 したように,相対的年令によって,兄 (柿)または,弟

(妹) 名称を使う｡ 従って, イ トコ名称は, 呼称において

｢-ワイ型｣,示称において ｢エスキモー型｣ 18)といえる｡

sauda｢a

saud∂｢∂ se-pupu

sauda｢∂ dua-pupu

S∂uda｢a tiga-pupu

Fig.4 'pupu-relationship

上記の pupuという語は,必ずしも同一世代のイ トコに対 してのみ使われるものではなく,

異世代間の傍系の程度を示すのにも使われる｡例えば,祖父の兄弟の息子は,自己にとって,

15) マレー人の間では,祖父と祖母とを区別することが多い｡ たとえば, ヌブリ･スンピランの datok
と nenek,クダーの to'wanとtokなど｡

16) 東海岸地域では,kakakを兄に対しても用いる｡ オラン･フル は abang(兄)名称を,姉に対し
ても用いる混同を犯すことがある｡親族名称に限らず,オラン･フル以外の人間がいると,努めて標準
(あるいはジョホール)マレー語を使う傾向が見られる｡その為に上記のような混同を起しがちである｡
17) se-,dua-,tiga-,empaト は,各々1,2,3,4を表わす数詞0
18) ただし,pupuの考え方によって,示称も-ワイ型であると言えないこともない｡
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広義のオジ (wan)にあたるが,その速さは,第 2イトコ同様に d11a-pupu である｡ 一応,

pupuの定義としては, ｢尊属の世代における,あるきょうだい関係を基線として, その基線

からの世代の速さによって計算される傍系血族の親等｣をあらわすものとしておく｡とくに,

きょうだい関係に基線をもとめるとしたのは,彼らにあっては,ある一人の先祖からの出自を

たどることによって,自己と他者との親縁関係を知るというのではなくて,自己の父母と他者

の父母とは,いかなる関係にあったのか,どの世代の尊属親がきょうだい関係にあったのかと

いうことによって,親縁関係を知るからである｡なお,この pupuという語は,姻族には決し

て用いられない｡

2. 姻 族

オラン･フルのように,父方,母方の親類を

同等に取り扱う双系制の社会では,自己にとっ

て姻族であるものは,下の世代のものから見れ

ば血族にあたる｡ということは,下の世代のも

のは,上の世代の婚姻選択の函数として,ある

範囲の親族と結婚することを禁止されることに

なる｡オラン･フルの社会では,婚姻の対象を

選択する際に,両親に加えて,両親のきょうだ

い,即ち両親にとっては,各々の義理のきょう
写真3 未来の夫婦2組

だい,が重要な発言力を持つことになる｡婚姻規則は,きょうだい間インセストと,異世代間

の通婚とが禁止されているだけで,どの ｢いとこ｣も自由に婚姻しうる｡とくに特別なイトコ

婚を選好することもない｡

配偶者のきょうだいの示称は,iparであるが, この語は, 配偶者のイ トコにまで通用され

る｡呼称は,iparか,あるいはきょうだい 呼称(bahかadek)か,または誰それの夫,秦(laki

1PAR

BIRAS

宅 :堤 :才/

tJ r -1 _j
＼>{一一_____--/,I/I:i一一一一一__･一一一′

M[NT〕HA/MENANTU

日工SAN

Fig.5 AfBnalKinshipTerminology
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So-and-so,biniSo-and-so)というように配偶者の名前をつけて呼ぶ ｡19) 個人名を言 うこと

は,厳重に忌避される｡二人称代名詞として,一般に用いられる hiより丁寧な ajiが,ipar

に対 しては用いられる｡20)

自分と同世代で,婚姻によって生じる関係には,その他に bisan と birasとがある｡bisan

は,子供同志が結婚したときの,親同志の相互的な関係を指す｡birasとは,きょうだいを要

ったもの同志の関係を指す｡両方の関係とも,示称のみで,呼称としてほ用いられることはな

い｡名前が直接呼ばれる｡彼らの問には,いくらかの遠慮の態度が見 られることもあるが,特

に規制された態度を要求されることはない｡

配偶者の両親は,mentuhaと示称される｡ 男姑の区別は, pakmentulla,emakmentuha

と言 うように, 父母名称を附加することによってなされるo 男と外男, 姑と外姑との別は,

普通なされない｡呼称は,父母呼称か,オジ ･オバ呼称が,対象の性によって使われる｡二人

称代名詞はpakajiないしは ajiが使用される｡mentuhaのきょうだい,イ トコも,mentuha

のカテゴリーの中に入れられる｡これに対 し,自分の子供の配偶者を指すのに, menantuを

用い,婿の場合は,menantu jantan,嫁の場合は menantubetinaと区別され得る｡妹婿に

対 しても,男姑は ajiという尊称を用いる｡menantu の語を呼称 としても用いるが,特に指

名したい時には, アンドロニムか, テクノニムが用いられる. mentuha のカテゴリ-が姻

族の中で拡張 して用いられるのに対応 して,menantuのカテゴリ-は,自分の子のみならず,

子の世代のすべての血族の配偶者にまで拡張される｡

mentuha-menantuおよび ipar問の関係は, ｢遠慮をする｣とか, ｢問を隔る｣とかいっ

た感じのもので,ことにそれは,当事者間で個人名を言 うことの忌避ということによって制度

化されている｡21'さらに,娘の婿 (とくに長女の)に対 しては,老後の扶養をはじめとして,

種々の援助が期待される｡これは,例えば,焼畑の後に植えた果樹の相続は,娘の問で均等に

わけられ,息子達は,単にそのおすそわけを得る立場にあるということなどによっても,裏付

けされている｡

血族関係が,親密さ, くつろぎなどを特色とし,ときとして従順さを要求されるのに対 し,

配偶者の血族には, (相互的な)尊敬の態度ないしは遠慮の態度を期待される｡姻戚関係は,

新 しい家族を作る夫婦にとって,血族以上に気をつかわねばならず,かつそれだけにオラン･

19) テクノニムと区別して, アンドロニム (andronym) と言えないこともない｡ cf.ClaudeL6vi-
Strauss,LaPensdeSauuage.Paris:Plon,1962.p.256.
20) Ajiは一種の尊称であるが,マレー人などの外来者に対してこの語を用いることはない｡
21) 筆者のインタビューにおいては,夫婦の親類を知るために夫と妻と両方から各々の親族を聞き出さね
はならなかった｡しかし,配偶者の血族を知らないということはないのである｡たとえば,ある字の書

ける青年は,名前を忌避すべき姻族の名を言うわけにはいかないが,ローマ字で綴ってなら教えられる
と,さかんに m,a,n,g,k,0,kなどと言ってくれたo なかには,この名前の忌避さえもあまり気
にしなくなっている人も,出てきている｡
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フルの社会において重要な位置を占めている｡血族であったものが,姻族になると,姻族名称,

姻族関係が,血族のそれに優先する｡しかし mentuha-menantu,ipar間以外の関係にある親

族は,都合の良い親族名称を採用 して,それに見合った行動をとればよい｡menantu以外に,

血族の配偶者を示す名称はないが,配偶者は日常生活では血族と殆ど同一視せられる｡オジの

配偶者は,オバ名称で呼ばれるといったように,血族の親族名称がそのまま拡張される｡また,

姻族の配偶者を示す名称 も,biras以外にはないが,姻族と同一視される｡

3. 卑 属 親

卑属親名称は,尊属親のよりもいっそう簡単な,世代類

別型になっていく｡

自分の子供は,単に anakと称される｡呼び掛けには,

本名が使われることが多い｡きょうだいの子,いとこの子

は,一般に anak-buah といわれる｡きょうだいの子は,

anak-buahbah,anak-buahadek あるいは anak-buah

saudaraと詳 しく言 うこともできる｡呼称には,anak が

傍系親の子供にまで拡張されることもあるが,普通,anak

は自分の子,他は anak-buah と使いわけする｡一般的に

は,本名を呼び捨てにすることが多い｡

子に対する財産の分割は均分を建て前としているが,女

親のものは娘に,男親のものは息子に,と与えられること

が多い｡どの品物は,どの子供にという相続規定はない｡

写真4 写真嫌いの子供を

抱く父親

財産という程の財がないので,相続は場合に応じた状況主義で行なわれる｡22) これに対する親

の老後の扶養の義務 もルーズである｡親を扶養する第 1の義務は,娘の夫,その次が息子たち

あるいはきょうだいの子である｡ しかし,親は安楽椅子に坐って扶養されるのではなくて,働

けるだけ働き,どうしてもできないことの援助を求めるだけであって,老後の生活にも,個人

主義の考え方は浸透 している｡老人は,むしろ,娘,息子の世帯に寄生することなく,独立 し

て生活を営むことが普通であり,また人々もそれを当然のことだと考える｡

22) 相続の決定は,近親 (配偶者,配偶者の親族代表,子供,きょうだい,両親,オジ･オ/i,オイ･メ
イ)の相談によってなされる｡あるインフォーマントによると,夫が死ぬと,娘があれば彼女が彼の財
をとる｡女の子は生計をたてるのが難しいからである｡息子だけのときは,息子に行くが,この場合も

生計をたてるのが難しいというので,末息子がもっとも権利を主張できる｡妻が死ぬと,その財は妻の
きょうだい･両親に行き,夫は権利を主張できない｡なお,果樹の相続について,前項で触れたが,昔

は,ドリアンなどの相続が多く行なわれていて重要であった｡しかし,現在では,他の経済生活に追わ
れて果樹栽培がおろそかになり,相続した果樹がないというケース,相続した果樹はあるが一皮も収穫
に行ったことがないというケースが多いO土地は概念上,すべてバティンのものとされ,相続の対象と
はならない｡しかし,焼畑にして,そこに作物を植えると,その収穫はすべて,その耕作者に所属する
ことになる｡
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孫の世代になると,直系,傍系の区別が完全になくなり,単にchuchuという語によって孫

の世代の全親族が称される｡これは尊属の祖父母の代が,世代をひとまとめに類別してしまう

のと対応している. 孫の呼称は,示称を短くして, chu'と呼ぶか,本名を呼びすてにする｡

曽孫は,chechetで,孫と同様,世代類別型である｡呼称は,短縮形の che(t)か,本名が用い

られるという｡

オラン･フルの問では, 世代を数えるのに父一祖父一曽祖父 -･-, あるいは,子一孫一曽

孫--叫,というように世代を数えることもあるが,世代が離れると,順序もおかしくなり,

実生活の上では,遠い世代は何の役割も果していないようである｡彼らの親族の範囲は,無限

に数えられるというのではない｡上下の世代は,自己を中心に三世代位ずつまでが親族の中に

数えられ,それ以上のものは,遠い親戚と言われることはあっても,普通,親族の中に入れら

れない｡直系親族では,祖父母の生存しているものがごく少数で,曽祖父母はごく稀となる｡

従って,実際には曽祖父母より上の世代は,全然問題とされない｡傍系親族も,第 3pupuと

いうのは, 祖父母のきょうだい関係が基線で, それ以上遠い pupuは非親族と見なされる｡

このように,直系上下三世代,傍系三親等 (pupu)までが親族の範囲とみてさしつかえないよ

うに思う｡

実際には,(i)コミュニティの人口が比較的小さく,通婚圏が(自然的,社会的条件により)小

さいので,同年輩の配偶者を選ぶためには,系譜上の世代関係を無視して,異世代間の婚姻も

行なわれねばならなくなる｡(2)このことは,次の世代にとっては,父母の世代以上の尊属親の

再編成となって,世代の若返 りが行なわれることになる｡23) (3)父方,母方の両方から系譜をた

どることによって,より近い関係の親族名称を選択できる｡(4)姻族を擬似血族として,血族名

称でもって呼称する｡(5)テクノニミーの慣行と,親族名称の世代類別性とによって,親族関係

の混同がなされ,実際の系譜をたどることが困難になり,単に近い親類- 即ち完全に系譜の

たどれる間柄- ,遠い親類- 即ちはっきりとどんな間柄かは知らぬが,自分の親と他者の

親とが親類であったから,自分と他者とも親類であろうと推定する位の間柄- にわけられる

にすぎないようになってくる｡このような種々の条件によって,曽祖父母の上の世代まで系譜

をたどらなくとも,十分の親族範囲が得られるのである｡

4. 本名とテクノニム

子供が生まれて,しばらく月日がたつと,子供の名前が確定してくる｡特に名付けの式など

はなく,名付け親も決まっていない｡姓はなく,名だけである｡ これを namabetul(頁の名,

本名)と呼ぶ｡しかし,大病をしたりすると,回復後新しい本名ととりかえる｡この本名の外

に,通称,あだ名ともいうべき,mamagelarがあるが,これは誰でも持っているものではな

23) Cf.RaymondFirth,EssaysonSocialOrganizationandValues.LondonSchoolofEco-
nomicsMonographsonSocialAnthropology,No･28,UniversityofLondon,1964.p.121.
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い｡この他に, nanaanak即ち子供の名をもって

親を呼ぶ慣行がある｡子供の名が Kachinとすると,

父親は, ｢カチンの父｣(PakKachin),母親は,

｢カチンの母｣(MakKachin)と呼ばれる.但し,

子供が誕生して後す ぐにテクノニムが使用されるの

ではなく,一定の期間を経て (大丈夫 この子は育つ

と見きわめて)からテクノエムが採用される｡その

テクノニムまでの期間,通称のように,子供が男で

あれば PakEweng(父),MakEweng(母),女の

子であれば,PakDeyeng,MakI)eyeng と呼ばれ

ることもある｡Eweng,Deyengは各々男の子,女

の子という意味であろう｡子供が7,8才にもなって

いるのに,本名で呼ぶと,相手に失礼であるといわ

れる｡

写真5 丸太舟に乗って隣りの部落-

向う従姉妹とその娘たち

テクノニムが本格的に使われだすと,本名は忘れられていき,以後本名が,一般に思い出さ

れるということはなくなる｡従って,子孫は尊属の本名を知らないままに過ごすことが多い｡

なお,実子以外の子供の名を名祖(エポニム)として採用することは決 してない｡24)PakAwang

という男とMakKenという女が再婚 しても,そのテクノこムはそのまま続 く｡また養子(anak

angkat)縁組をしても,養子の名は名祖とはなり得ない｡

長子が死んだときは,mantaiという称号が与えられる｡この称号は死後 5- 6年続き,も

し他に子供ができればその子の名で呼ぶことができる｡但 し,子供が結婚して子を残す程大き

くなってから死んだ場合には,その子の名がす ぐにやめられるということはなく,そのまま継

続されて,mantaiという称号も使われない｡ mantaiが一種の死名 (deatl1-nameOrneCrO-

nym)の残存であるかも知れないが,現在のオラン･フルの社会では, mantaiというのは,

結婚による地位を指す特殊な名称,即ち ｢子供をもっていない夫婦｣の意味に近いカテゴリー

と考える方が妥当なようである｡また,実際に子供のずっとうまれていない夫婦をも mantai

と呼ぶ｡Needham がボルネオのプナン族.について報告したような25), 複雑なネクロニム ･シ

ステムは存在 していない｡mantai以外にネクロニムと言えるものは,配偶者の死んだ時に用

いられる称号 (balu)のみである｡

24) ボルネオの陸ダヤッ族では,テクノニムは,種々の親族,時には,親族でないものまでを称するのに
用いられる｡W.R.Geddes,TheLandDayakofSarauJak.ColonialResearchStudies,No.14,
London:1954.p.17.
25) RodneyNeedham,'TheSystem ofTeknonymyandDeath-namesofthePenan,"South-
WesternJournalofAnthropology,Vol.10,pp.416-431.
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次に孫ができると, 孫の名前が, 子供の名前にとってかわって名祖となる (nanachuchu

孫名)｡即ち,孫が Kotoiという名であれば,その祖父母は,Kotoiの祖父または祖母 (Nenek

Kotoi)と呼ばれる｡ 普通最初に生まれた子または孫の名前が名祖として採用されるが, もし

彼らが身ぢかにいず,遠 くに離れて蓉している時には,身ぢかにいる予や孫の名前が採用され

る｡

孫の名にしても,子の名にしても, 呼ぶ者にとって,その名祖となっている孫あるいは予が,

義理のきょうだいや両親であると,その名を使ったテクノニムも使うことができない｡これは

前述 したように,姻族関係には名前の忌避があるからである｡

曽孫の名前を用いる例はない｡

E.BTylorは, テクノニ ミ-の慣行を, 妻方属住始と, 義理の息子の忌避とに結びつけて

考えた26)O彼は,テクノ- ミ-を行なう社会と後二者の慣習をもつ社会とを,各々別個に相閑

をもとめ,両者ともにかなり高い相関がテクノニ ミ一に対 して見られることを発見した｡そこ

で,入り婿として入ってきた夫が,子供が生まれるまでは家族のメンバ-として認められない

で,子供の生誕によって初めて家板の一員として認められるようになることを示すものが,チ

クノニ ミ-であるという風に解釈した027)タイラーの推論は,方法論的にも問題があるが,ITi

にその結論を取 りあげても,オラン･フルの社会には当てはまらないことは確かである｡オラ

ン･フルの社会では,結婚当初,妻方屠住始を行なうが, 1年後には大方居住,さらに 1年後

には独IfT.居住となるのが理想型であって,現実にテクノニ ミーの行なわれる頃には,妻の親族

とは住居を共にしていない.また,義子-義母問の忌避闇係もパターン化されたものとしては

認められない｡28)

タイラーに対 し,R.Lowieは, テクノニ ミーを個々の社会の特定の条件に照らしあわせて

解明すべきだとし,通社会的な類似性は,入念な研究によって,不可とされるものがほとんど

であるという｡29)そして,アンダマン鳥人などの三つの社会の例をあげて,それぞれの社会で

テクノ- ミーが果す役割の違いを指摘 している｡結論として,この三つの社会で慣行されてい

るテクノニ ミーは,たまたま一つの共通の名前で呼ばれてはいるが,それは便宜的なもので,

三つの異なる習慣とでも言えるとする｡

ロウイ-のように,テクノ- ミ-が,全社会を通じて,ある共通の機能を果しているのでは

26) EdwardB.Tylor,"OnaMethodoflnvestigatingtheDevelopmentoflnstitution:Applied
toLawsofMarriageandDescent,''Jour･oftheRoyalAnthropologicalInstitute,Vol･18
(1889),pp.245-269.
27) E.B.Tylor,oP･cit･,ppl248-249･
28) オラン･フルでの姻族の名前の忌避は,性的な競合や,インセストに対する病的恐怖の態度から出た
ものではなく,むしろ姻族との結合関係強化のためであろう｡

29) RobertH.Lowie,PrimitiveSociety･New York:LiverightPublishingCorporation,1947.
p.109,pp.433-434.
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ないということは正しい かも知れない｡しかし,テクノニミーが,すべての異なる社会で,輿

なる機能を持つとは言えないのではなかろうか｡テクノニミーを同じような機能のもとに慣行

する幾つかの社会が,分類され得るに違いなく,その分類に基づいて類型間の相似を求めるこ

とも,一つの方法であろう｡

構造から見て,テクノニミーが (もし,例外なく,一つの社会のすべての人がテクノニムを

本名と代置するならば)年令階梯を示すことは明らかである｡即ち,世代によって,千,親,

祖父母の年令階梯にあるものは,そのテクノニムによって一目瞭然となり,一種の社会の横断

的枠組となっている｡これは推移儀礼にも比せられるもので,人の一生における,ある時期の

生活局面における地位を明確にしているとも解釈し得る｡

オラン･フルの年令階梯に関する区分は,彼らのことばにも見られる｡即ち,第 1期の未成

熟の子供は ngkenek と称される｡これは独立の仕事ができない子供達をさし,しばしば,こ

の時期の子供を(実子でも)呼ふのに,本名を呼ばずに,ngkenek と呼びすてる｡大体12,3才

位までの子供である｡お腹の中にいる子供まで ngkenek と呼ぶ｡自分自身で独立の生活の糧

を得られる程,働ける時期になると,daraと称される｡ この語は,呼称には使われない｡ほ

ぼ13才位から18才位までの未婚の男女を含める｡もし,結婚適令期が過ぎても長 く婚姻しない

ものがあると,bujang と呼ばれる｡ これは,単身生活者という意味である｡第 3期の既婚男

女は,子の名,孫の名などによって,世代区分されることになるC同時に,子供の名前を共通

にすることによって,夫婦という単位が明確にされる.父一母一子という関係がテクノニムに

よって一目瞭然となり,常に夫婦一組が社会の単位となるこの社会の構造とよく一致する｡祖

父母の代になると,祖父一祖母という区別もなくなり,夫婦そのものが完全に一つのものとな

ってしまうことになる｡この人生の第 3期にあって,例外的な男女,即ち,離婚,死別したも

の,子供をなくしたもの,などは,また別の称号で区別されることになる｡あるいは,孫を持

つ世代にあるのに, 孫がない時は, ｢～の父で祖父の世代にある人｣NenekPak～ という風

に呼ばれる.30'但し,このオラン･フルでの年令階梯は,明確な自治集団ではなくて,一種の

(水平的)構造的枠組を社会に与えているに過ぎない｡

社会の年令階梯化ということの外に,個人の名前が,非人格な地位の連続 (千-親一祖父)

によって置き換えられることによって,傍系親族関係を消してしまうことが,テクノニ ミ-の

機能としてあげられる｡31'このことは,非常に世代類別傾向の強い親族名称に,直系原理の枠

組を与える役割を果す｡前述した枠組が水平的分化を示すのに対し,垂直的分化をも同時に示

30) マレー人(クダー)の間では,個人名の前に親族名称をつけて,相手の地位をはっきりさせる習慣があ
る｡これは,実際の系譜関係に基づくものではなく,単に,相対的年令,社会的地位が考慮されるだけ
である｡
31) HildredandCliffordGeertz,''TeknonymyinBali:Parenthood,Age-gradingandGenea-
logiCalAmnesia,"four.oftheRoyalAnthyoPologicalInstitute,Vol.94,pp.94-108.
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している｡32)

さらに,このテクノエムを,necronyme(死名),autononyme(個人名),andronyme(醍

偶者名)などと関連させて, ｢構造的な｣ 関係を見ようとする見方 もできよう｡33' C.L6vi-

Straussは,Needham の報告 した Penan族 (ボルネオ)のネクロエムから出発 して,人々が

死んだ者の名前を言及しないということが,ネクロニムの構造を説明するとし,テクノニムに

ついては,子供が生まれて,その手の名で両粗が判まれねばならぬようになることが,とりも

なおさず,両親が ｢死んだ｣ ものとして扱われたことを示 し,鮎壷が,新しい存在による占い

ものの代置と考えられていることを示す,とする｡34)

オラン･フルに関しては,死んだ者の名前を呼ぶのを禁止することはない｡前述 したように

名前の忌避は姻族問にのみ行なわれる｡ しか し,■耳実を無視 してレヴィー-:=ス トロ-スのような

仮定を立てて考えると,テクノニムのみならず,姻族間の名前の忌避 も説明できて便利なこと

は便利である. 古く,J.G.Frazerはテクノニ ミ-の起源を,本名をL｣に出して言 うのが嫌だ

という心理的な事実によって説明している｡35' テクノ- ミーが,何らかの名前の忌避に関わっ

ていることは事実であろう｡

また, レグィニストロ-スは,テクノニムやネクロニムを,termesく宅relationales≫,とし,

個人名が,単に ≪自己≫ を他の ≪自己茅,から区別するだけのものであるのに対比させてい

る｡そして,テクノエムが,闇係を示す語 (親族名称)と個人名からなっているのに対 し,ネ

クロニムが,関係を示す語だけでなっているのに着目して,テクノニムを,relationauns°i
autre,ネクロニムを, relationautre と簡単に割切ってしまう｡これは各名称法の構成の分

析から言えば極めて正しい言い方であるが,前述 したごとくテクノエムの水平的分化作用を考

えると,テクノニムを単に彼のように捉えるのは,全体の社会構造を見落す危険があるように

思 う ｡

最後に,テクノニ ミーの慣行によって,系譜闇係が忘れさられて36),多 くの親族関係が,漠

然とした推定に基づいていることを指摘 したい｡これは,彼らに遡行的思考をあきらめさせ,

常に現在の世界で物事を見 ることを強いる｡同時に,繰 り返すようであるが,世代類別的な親

娠名称に,直系的なつながりを強化し,漠然とした関係にある傍系親族を,親族の範囲内から,

はじき出すことになる｡

32) 陸ダヤッでは,必ずしもこの垂直的分化の機能があてはまらない｡W.R.Geddes,ibid･
33) ClaudeL6vi-Strauss,o少.cit.,pp.253-265.
34) C1audeLevLStrauss,oI).cit.,pp.257-258.
35) JamesG.Frazer,TheGoldenBough:AStudyinMagicandReligion.Abridgededition
in2vols.London:Macmillan& Co.Ltd.,1957.Vol.1,p.327.
36) Geertz夫妻は,｢構造的な系譜関係の健忘症｣と呼ぶ｡Hildred&CliffOrdGeertz,ibid･
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4 むすび一彼らの社会の見方

最後に,彼らの社会のモデルとして,一人のオラン･フルを中心とした幾つかの同心円的な

構造を指摘して,本論のしめくくりとしたい｡

(I) 核家族- 生まれた家族にしろ,結婚して作った家族にしろ,常に個人の第 1の壁を形

成するのは,核家族である｡一組の夫婦からなる家族を se-kelaminと称し,必ず独立の生計

を営んで,一つの世帯をなしているものである｡この世帯の中に,核家族以外の親族がくりこ

まれているのは,全体の14%強を示すが,その親族の多 くは,永久的世帯共同者ではない｡

(2) この核家族をめぐって,結婚,葬式,相続などに必ず参与する近親の縁者 warisがあ

る｡これは,核親族とも言 うべきもので,父母,オジ,オバ,きょうだい,千,オィ,メイが

これにあたる｡夫と妻との各々の warisは厳然と区別されて交わることはないが,配偶者の

warisが,とくに重要な意味をもっていること(rL 姻族に対する親族名称の項で述べた通りで

ある｡この場合,姻族が,あたかも血縁のように取り扱われ,夫と妻との warisが二つ,ひ

っついて,一つの同心円をなす｡

(3) 直系三親等,傍系第三イトコまでの範囲の親族｡この場合も,夫婦それぞれの親族が重

なって,大きな同心円となる｡

(4) 上記の三つが,血縁による限定なのに対し,ここで初めて,地縁によって同心円を描 く

ことになる｡即ち,部落である｡もちろん部落の範囲によって,核親族や親族を縦断してしま

うことが多い｡ことに親族全体が一つの部落の中にいるということは,理論的にも不可能なこ

とである.しかし,このモデルを一つの行動規範として考えるとき,常に部落の方が,親族の

外円をなしているとするのは正しい｡部落は,親族と違い,種々な異質なものを容易に受け入

れる開いた集団であるので,親族内部でよりも,対人関係に相違がつけられる｡但し,理念的

には,一つの部落は親族の集まりであると言われる｡

(5) エンダウ川流域のオラン･フルのコミュニティ｡これは,部落連合といったものではな

い.彼らの意識の問で,一つの)桐こ住む者は,みんな親類なのだ,ということがあり,かつ,

部落相互間の接触交渉が,他のコミュニティよりも全体として頻繁であるからである｡

(6) オラン･フルの社会｡奥地に住み,貧しい生活に追われている同類の民｡必ずしもイス

ラームに改宗していない者という条件はつかない｡

(7) 非オラン･フルの世界｡マレー人,中国人,インド人など,彼らの搾取者の世界である｡

この同心円的構造の上に,超自然的秩序の世界が垂直的に組みたてられ,全体としてのモデ

ルが,彼らに行為の決定をするための,文化的格律を示すことになる｡
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